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のアイデンティティーの主張でもあると石井教授は

熱く語りかけた。

　講演後の質疑応答では、「日本人はアメリカ人が

好きか、嫌いかとも考えてみるべきではないのか」

「アメリカとヨーロッパに対するメキシコ人の感情

の違いは？」など、数多くの質問や活発な意見が出

され、盛況のうちに今年最後の講座が終了した。

情報科学研究所10周年記念講演会
研究成果発表会を開催

　情報科学研究所は1993年4月に設立されてから、

2003年 3月で10年を経過し、それを記念して、本

年度は10周年記念講座（2003年 5～ 7月）、改革・

改善のための所内アンケート調査（23項目）、改革・

改善の行動計画案の作成（7、8月）等の10周年記

念行事を展開して来たが、その一環として、去る12

月17日に10周年記念講演会・研究成果発表会をリ

サーチセンター2階会議室で開催した。

　第1部は講演会で、「全文テキスト検索エンジンの

仕組みとその技術的課題と展望」と題して、日本ア

イ・ビー・エム㈱大和ソフトウェア研究所の年岡晃

一博士の講演が行われ、第2部は始めに竹下所長が、

「情報科学研究所の変遷と実績」と題して、研究所

の10年間の経過と実績を振り返り、次いで今年度終

了する8プロジェクトの代表者8人がそれぞれの研

究成果の発表を行った。出席者は73人であった。

　全文検索エンジンは、一般のインターネット・

ユーザーが日常使用しているので関心が高く、また

この分野の研究者の間でWEB環境でも最もホット

なテーマに位置し、日本の研究者もそこに参画でき

るという視点で講演が行われた。美しいチャートを

使用しながら、デモも含めて、要点をまとめて解説

された。質問も出され好評であった。

　8つのプロジェクトは下記の通りであるが、多大

の時間・労力を費して、周到に準備された最高水準

の内容を、理想的に設計されたプレゼンテーション

のチャートを使用した、熱意あふれる発表であり、

大部分が外部評価でもAの評価が得られるもので

あった。

　研究発表プロジェクトは以下の通り。（発表順）

1.「高齢・障害者の歩行支援、道路監視システム」

　　藤吉弘亘助教授（情報工学科）

2.「情報・経営環境領域の教育ツール／手法開発」

　　 橋道郎教授（経営情報学科）

3.「マルチメディアを活用した学習システムの実践

的研究開発」

　　織田守矢教授（工学基礎教室・教職課程）

4.「文字認識とレイアウト理解に基づく数式の認

識・理解に関する研究」

　　三宅康二教授（情報工学科）

5.「電力線ブロードバンド伝送方式の研究」

　　川島　信教授（情報工学科）

6.「太陽風と加速機構の解明」

　　袴田和幸教授（理学教室）

7.「緊急情報ネットワークシステムの構築」

　　鈴木裕利講師（情報工学科）

8.「ベッセル関数を含む数値計算法誤差解析」

　　吉田年雄教授（情報工学科）

（大学情報科学研究所長　竹下　亨）

飯吉透氏を招き
大学教育研究センターが講演会

　大学教育研究センター主催で、カーネギー財団上

級研究員・知識メディア研究所（KML）所長・飯吉

透氏による「現在のアメリカ高等教育のテクノロ
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ジーによる変革」と題した講演会が、12月 17日午

後3時20分から521講義室で行われた。KMLでは、

「授業をわかりやすいものにして、学生により分

かってもらう」ために、Scholarship of Teaching and

Learning（SoTL）として教員・大学機関・研究（学

会）組織に対して活動を行っていることが紹介され

た。

　これまで大学機関は、教育褒賞システムや永久在

職権等で教育改善を促してきたが、十分に機能して

いない。教育改善を促すためには、「コミュニティー

として協調的教育改善の過程にある状態」を褒賞対

象とすべきである。KMLでは、コミュニティーとし

ての教育改善活動を促す試みとして、数年前より情

報技術を利用した「個人の教育改善活動実践事例を

知識データベース化し共有するシステム」の構築を

行っている。このシステムがコミュニティーとして

の教育改善活動を促進する（教育改善知識ベースと

して機能する）ためには、教育実践内容の単なる「公

開」・「情報開示」・「ポートフォリオ」ではだめで、

実践内容についての自己分析に裏打ちされた内容

で、15分程度にテーマを絞って完結する事が重要で

あることが明らかになった。

　教育改善知識ベース作成を促すためには、作成負

担の軽減が必要である。物証（シラバス・教材・教

育過程の成果物）などの選定・分析と主体的活動を

促進し支援するナレッジメントツールが必要で、

KMLではKnowledge Exchange Exhibit Presentation

（KEEP）Toolkit（2004年1月ツールを公開予定：web

上でtemplateとして提供）を開発した。試用した結

果、教育改善活動支援システムとして非常に有効で

あることが明らかになった。KEEP Toolkitの特徴と

しては三拍子（教授知識ベースの構築期間が短い－

1～2週間・低コストで簡単に使える・自他共に面

白い〈達成感がある〉）揃ったことがあげられる。

　アメリカでの開かれた教育〔open教育用プラット

フォーム＆ツール（MIT）・open 教育コンテンツ

（MIT OPEN COURSE WARE〈OCW〉）・open教授知

識ベース〕の三位一体の運用は、実践的教育改善コ

ミュニティーを形成するモデルとして期待される。

openな教育コンテンツを基にKEEP Toolkitを活用し

て教授方法に関するコミュニティーを形成すること

は、教育コンテンツの新しい活用法・教授法のアイ

デアの創造や、教育コンテンツの改良につながるこ

とが期待される。

　「大学レベルで実践的教育改善コミュニティーを

いかに形成するか」という機関としての立場では、

「文化・制度的抵抗」「時間的・経済的・知的・技術

的制約」「プライバシー・知的所有権」「組織や個人

の目標・価値観」といった様々な問題がある。Tech-

nology － Push（技術開発によって教育が変わる

〈Note PCを持たせる〉）・Demand－ Pull（教育上の

必要によって技術が開発され、問題が解決される）・

Vision－Drive（大学・個人が、教育に対して5年後・

10年後にどのように技術を活用することを想定する

か）という3種の相互作用を教育に働かせることに

よって教育に変革をもたらすことが期待される。

　講演を終えて、「情報技術（PowerPoint）などの有

効活用における課題」・「情報技術の教育への活用に

関する有効性の分析」についての質問がなされ、情

報技術利用に関するサポート体制・学生の意識改

革、評価可能な効果に基づいた戦略の必要性につい

て言及された。

　KEE P  T o o l k i t に関する URL は、h t t p : / /

www.carnegiefoundation.org/KML/ です。

（大学教授　電気工学科　後藤英雄）

講演する飯吉透氏
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